
■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

○ わかりやすい予算書発行経費
平成19年度京丹後市一般会計予算を中心に市民向けの
予算説明を作成し全戸配布する(平成19年4月発行予定)

452 620 △ 168 総務部 財政課 Ⅶ ①

● 久美浜庁舎自家発電機設置事業 災害時に備え久美浜庁舎に自家用発電機を設置する 8,800 0 8,800
久美浜市民
局

市民福祉課 Ⅶ ①

● 行政版・知的資産経営報告書作成経費
京都工芸繊維大学と連携し、戦略的な行政経営のため各
分野の知的資産を探り出し、その活用を図る報告書を作
成する

362 0 362 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ⑤

○ オープンカレッジ丹後学開催経費
｢市民が主役京丹後の魅力発信計画｣に基づき、丹後王国
の歴史・文化・観光資源を発信する市民向け学習会を開
催する

839 973 △ 134 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ⑤

● 公有施設戦略的利活用調査経費
遊休化した公有施設を｢ものづくりの場｣、｢文化交流拠
点｣として利活用を図るための調査・研究を実施する

450 0 450 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ⑤

○ 丹後王国情報発信複合施設整備研究経費
｢丹後王国観光情報館｣(仮称)の整備に向け、歴史・文化
継承、産業・観光振興、高度情報化の拠点など複合施設
として、PFI手法の導入を含めた調査・研究を実施する

113 375 △ 262 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ⑤

● 市民満足度調査経費
行政評価の資料として活用するために市民満足度調査を
実施する(平成19年7月実施予定)

731 0 731 企画政策部
行財政改革
推進課

Ⅶ ①

●
会社組織設立による高品質で効率的な行財
政運営を考えるシンポジウム開催経費

京丹後市総合サービス㈱の設立を記念し、会社組織設立
による高品質で効率的な行財政運営のあり方を考えるシ
ンポジウムを開催する(平成19年5月開催予定)

279 0 279 企画政策部
行財政改革
推進課

Ⅶ ①

○ 京丹後文化のまちづくり推進事業補助金
文化のまちづくりを推進する実行委員会の活動を支援す
る。活動内容：｢(仮称)市民でつくる第九コンサート｣(Ｈ
19.12.24公演予定)

2,430 2,700 △ 270 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ⑥

● 国際交流協会設立経費
国際観光の推進・外国からの観光客の受入れ、在住外国
人のサポート等を推進するため国際交流協会を設立する

181 0 181 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ⑤

◎ 中国安徽省亳州市との観光・文化交流経費
友好都市となった中国安徽省亳州市との交流を発展させ
るため、観光・文化交流を進めるとともに、このため京
丹後市内でも「中国亳州市展」を開催する

3,533 1,000 2,533 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ⑤

● 薬草活用調査経費
薬草の栽培実証研究、薬草を活用した観光産業・織物産
業との連携を図るとともに、観光客へのＰＲのため「よ
し野の里薬草園」を再整備する

1,027 0 1,027 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ⑤

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋
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◎ まちづくり基本条例制定経費
市民協働のまちづくりを推進するため、市民団体等と意
見交換しながら基本条例制定を目指す(平成19年9月制
定予定)

421 240 181 企画政策部
行財政改革
推進課

Ⅴ ②

● 体験型旅行協議会（仮称）設立経費
市内各産業をそれぞれ体験・交流型の産業として育成・
活用し、市内全体を観光・交流の拠点とするための推進
母体となる協議会を設立する

882 0 882 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ①

● 総合魅力・情報発信経費
首都圏でのＰＲイベントや関西圏大手デパートを利用
し、京丹後市の魅力や情報を積極的に発信する

1,403 0 1,403 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ①

● 京丹後共創市民制度（仮称）創設事業
都市圏等に在住する京丹後市出身者・共鳴者の皆様を｢
京丹後市共創市民｣(仮称)として、まちづくりパートナー
となっていただく制度を創設する

1,100 0 1,100 企画政策部 総合戦略課 Ⅰ ①

● 総合計画推進有識者会議経費
総合計画に基づく施策について、有識者からの助言を受
け市域の活性化等を推進させることを目的に専門会議を
設置する

347 0 347 企画政策部 企画推進課 Ⅶ ①

◎ ブロードバンドネットワーク整備事業
都市部・市内地域間の情報格差を解消するため、光ファ
イバ網によるブロードバンド基盤を整備する

323,016 20,262 302,754 企画政策部 情報政策課 Ⅵ ⑨

○ 地域振興交付金
住みよい地域社会の実現に向けて、各区へ交付金を交付
し自治会活動の活性化を図る

122,627 122,588 39 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ①

● 地域まちづくり支援事業補助金
地区等の自発的な地域づくりを支援するため、｢地域ま
ちづくり計画｣を策定するための経費を助成する

2,000 0 2,000 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ②

◎
市民力活性化推進プロジェクト補助金
（旧：まちづくり推進活動支援補助金）

補助金全体をスリム化しつつ、広く市民の潜在力や市民
活動の活性化・地域の活性化に貢献する活動を支援する
ため、補助金を改変・拡充し、幅広い活動を支援する

15,000 2,700 12,300 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ②

○ 市民協働のまちづくり事業補助金
各市民局に予算を配当し、市民協働のまちづくりの推進
と地域活性化を支援する

18,000 18,000 0 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ②

●
青年会議所近畿地区会員大会開催支援補助
金

青年会議所近畿地区会員大会が京丹後市内で実施され、
若手経済人が多く集うことから開催に係る支援を行うと
ともに、京丹後市の魅力をＰＲする(平成19年7月開催)

6,000 0 6,000 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ②

○ 地域振興基金積立金
市民の連帯及び均衡ある地域振興を図るため、合併特例
債を活用し基金を積み立てる

200,000 300,000 △ 100,000 総務部 財政課 Ⅴ ①
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◎
地域まちづくり協議会運営経費
（旧：地域振興協議会）

｢地域まちづくり協議会｣として改称し、市民協働による
地域の振興・発展のため、地域づくりの核となる組織と
して新たに運営する

3,132 2,713 419 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ②

○ 地域集会施設整備補助金
地域コミュニティ活動の拠点施設となる集会施設の整備
に対して、補助金を交付し支援する

39,872 26,050 13,822 企画政策部 企画推進課 Ⅴ ①

● 甲山駅ホーム待合室整備事業
プラットホームに待合室を設置し、駅施設の環境整備を
行う

1,129 0 1,129 生活環境部 市民課 Ⅵ ⑤

● 網野駅バス停留所整備補助金
丹後海陸交通㈱の低額バス実証運行の利用促進事業の支
援として、網野駅へのオリジナルデザインのバス停留所
整備に対して補助金を交付する

1,000 0 1,000 生活環境部 市民課 Ⅵ ⑤

● 国民保護国際特殊標章配備経費
国民保護法及び国民保護計画に基づく対応をする際に、
市職員等が使用する腕章、自動車章、場所章旗、身分証
明書等を配備する

676 0 676 総務部 総務課 Ⅵ ⑧

○ 郵便局サービス経費
市民に利便性の高い行政サービスを提供するため、市内
4箇所の郵便局と連携し、住民票等の交付サービスを行
う

2,463 2,910 △ 447 生活環境部 市民課 Ⅴ ②

● 農業委員会委員選挙経費
平成19年6月30日で任期満了となる農業委員会委員の
選挙執行経費

18,602 0 18,602 総務部 総務課 Ⅶ ①

○ 人権のつどい開催経費
人権啓発事業として、京都府と共催により「人権のつど
い」を実施する

1,640 1,640 0 生活環境部 市民課 Ⅴ ③

● 人権意識調査実施経費
人権に対する市民意識調査を実施する(調査対象：無作
為抽出3,200人)

2,358 0 2,358 生活環境部 市民課 Ⅴ ③

○ 男女共同参画推進経費
女性専門カウンセラーの相談事業、女性問題アドバイ
ザー養成講座開講など、男女共同参画社会実現に向けた
施策を実施する

1,843 1,996 △ 153 生活環境部 市民課 Ⅴ ④

○ 女性センター(仮称)設立
男女共同参画社会の実現に向け、さまざまな人たちが出
会い、集い、学ぶ場所として、市役所丹後庁舎内に「女
性センター」(仮称)を設置する

142 42 100 生活環境部 市民課 Ⅴ ④

●
(仮称)支え合いの地域づくり推進会議設置
経費

地域福祉計画の推進を図るため｢(仮称)支え合いの地域づ
くり推進会議｣を設置し、市民参画のもとに具体的な施
策実施に向けた検討を行う

72 0 72 保健福祉部 生活福祉課 Ⅲ ①
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● 峰山総合福祉センター前庭整備事業
市民が憩える場所として利用できるよう峰山総合福祉セ
ンターの前庭を公園(ポケットパーク）化する

1,300 0 1,300 保健福祉部 生活福祉課 Ⅲ ④

● 災害時要援護者避難支援体制整備経費
｢災害時要援護者の避難支援ガイドライン｣に基づき、要
援護者の避難誘導体制、関係機関の協力体制を検討・確
立するとともに、地域の自主的な取り組みも支援する

150 0 150 保健福祉部 生活福祉課 Ⅲ ④

○
障害者共同生活援助施設（グループホー
ム）設置補助金

社会福祉法人等が行う共同生活援助施設設置経費の一部
を支援する

1,000 2,000 △ 1,000 保健福祉部
障害者福祉
課

Ⅲ ⑤

◎ 障害者地域生活支援経費
障害者自立支援法等に基づき、相談支援、移動支援、地
域活動支援センター事業、日中一時支援、福祉タクシー
助成などの各種支援事業を実施する

113,976 79,211 34,765 保健福祉部
障害者福祉
課

Ⅲ ⑤

● 障害者就労支援経費
障害者の就労支援事業、知的障害者短期職場実習事業、
障害者職場実習事業及び障害者雇用促進事業を実施し、
障害者の自立と社会参加の促進を支援する

5,160 0 5,160 保健福祉部
障害者福祉
課

Ⅲ ⑤

○ 福祉有償運送事業補助金
京丹後市社会福祉協議会が実施する福祉有償運送事業が
継続実施できるよう財政的な支援を行う

3,000 8,000 △ 5,000 保健福祉部
高齢者福祉
課

Ⅲ ⑥

○ 介護保険利用者支援緊急対策事業助成金
高齢者夫婦等の世帯で生計中心者が施設入所することで
他の者の生計維持が困難となる場合、サービス利用料を
軽減する(平成20年度までの緊急対策)

654 64 590 保健福祉部
高齢者福祉
課

Ⅲ ⑥

○ 乳幼児・児童医療給付経費
乳幼児・小学生の健康保持と子育て支援の一環として、
医療費の一部を助成する

140,699 144,168 △ 3,469 生活環境部 医療保険課 Ⅲ ②

● 後期高齢者医療広域連合分賦金
平成20年4月から始まる後期高齢者(75歳以上)医療関
連事務を行う広域連合への負担金

21,638 0 21,638 生活環境部 医療保険課 Ⅲ ②

◎ 放課後児童健全育成事業経費
子育て支援事業として実施している放課後児童クラブの
運営経費

32,739 41,013 △ 8,274 保健福祉部
子育て支援
課

Ⅳ ①

● ファミリーサポートセンター創設経費
地域において子育ての援助を受けたい方と協力したい方
が会員となり、会員同士の子育てに関する相互援助活動
の調整等を実施する

291 0 291 保健福祉部
子育て支援
課

Ⅳ ①

○ 児童発達支援パイロット事業経費
幼年齢期の健やかな発達を支援するため3つのモデル事
業を実施。食育、子どもへの暴力防止ワークショップ、
運動遊びプログラム

216 227 △ 11 保健福祉部
子育て支援
課

Ⅳ ①
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● 「森の保育所」創設・活動推進経費
和田野保育所野間分園を「森の保育所」と位置付け、弥
栄町内保育所へ通所する5歳児を対象とし、自然体験を
中心とした保育活動をモデル的に実施する

210 0 210 保健福祉部
子育て支援
課

Ⅳ ①

● 保育事業者選定委員会経費
平成18年度に策定した保育所再編等推進計画における
保育所の社会福祉法人営化について、選定委員会を設置
する

258 0 258 保健福祉部
子育て支援
課

Ⅳ ①

● 自殺予防対策経費
自殺者ゼロのまちづくりを実現するため、自殺ゼロ実現
推進協議会及び関係機関等と連携し、講演会・研修会を
実施するとともに、市民への啓発も積極的に行う

2,023 0 2,023 保健福祉部 健康推進課 Ⅲ ④

● 健康長寿のさとづくり推進経費
高齢者の生きがいと健康長寿をキーワードに「蓬莱の郷
づくり推進懇談会」とも連携し｢(仮称)生きがい健康活動
交流会｣の実施など、健康長寿のさとづくりを推進する

615 0 615 保健福祉部 健康推進課 Ⅲ ①

○ 総合検診経費
基本健康診査、がん検診等を一度に受診できる総合検診
を実施し、疾病の早期発見と生活習慣病の予防策を講じ
る

119,717 110,936 8,781 保健福祉部 健康推進課 Ⅲ ①

◎ 市立病院事業会計繰出金
弥栄病院・久美浜病院の経営支援のため、一般会計から
補助金を交付する

700,000 705,000 △ 5,000 医療改革推進政策監 Ⅲ ③

○ 風力発電システム設置費補助金
自然エネルギーの普及対策事業として、小型風力発電施
設の設置に対して補助金を交付する

1,600 1,600 0 生活環境部 環境推進課 Ⅱ ②

● 環境基本計画策定経費
豊かな自然環境を保全するため、市民、事業所と一体と
なり環境基本計画を策定する(平成19～20年度までの
2ヵ年事業)

7,597 0 7,597 生活環境部 環境推進課 Ⅱ ①

● ブナ林保全活用経費
ブナ林の京都府自然環境保全地域指定を顕彰するため、
記念碑を建立するとともに、シンポジウムを開催する

2,567 0 2,567 生活環境部 環境推進課 Ⅱ ①

◎ 水道事業会計出資金
広域給水事業を実施する水道事業会計へ合併特例債を活
用し支援する

240,000 200,000 40,000 上下水道部 水道課 Ⅵ ⑥

○ 未利用資源生ごみ活用実証研究経費
事業系生ごみを中心にバイオガス発電の原料として投入
試験を実施する

1,899 1,566 333 生活環境部 環境推進課 Ⅱ ④

○ 不燃ごみ袋作成経費
ごみ袋での不燃物回収を実施するため、生分解性の不燃
ごみ袋を作成する(平成18年10月より継続実施)

1,197 7,500 △ 6,303 生活環境部 環境推進課 Ⅱ ③



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

○ 社会人キャリアアップ推進経費
事業経営者、従業員、その他の社会人を対象に事業経営
に関する講座を開設しキャリアアップを図る

605 757 △ 152 商工観光部 商工振興課 Ⅰ ①

○ 茶生産振興対策事業費補助金
本格的な茶生産の開始に向け、優良茶園振興事業、共同
製茶等省力化推進事業に取り組む団体等へ補助金を交付
する

16,050 14,696 1,354 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

○ 土づくり促進対策事業補助金
堆肥及びカニガラ・竹炭などの有機資材を購入する農業
者等に補助金を交付し、有機資材での土づくりを推進す
る

3,400 4,400 △ 1,000 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

● 環境保全型農業資材普及支援事業補助金
環境に配慮した営農を推進するため、生分解性マルチ
フィルムの購入経費の一部を助成する

1,600 0 1,600 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

○ 国営丹後土地改良事業負担金
平成15年度で完了した国営丹後土地改良事業に係る市
及び所有農家の償還金

117,084 120,003 △ 2,919 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

● 農村コミュニティ再生・活性化事業補助金
ＮＰＯ法人日本都市農村交流ネットワーク協会が実施す
る活動を支援するため補助金を交付する(平成19～21年
度の3ヵ年事業)

1,750 0 1,750 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

○ 農業総合地図情報システム整備経費
農用地の土地データ及び地図データの有効活用を図るた
めシステムを構築する(平成17～19年度の3ヵ年事業)

19,662 20,101 △ 439 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

○ 新農産物流通体系構築プロジェクト経費
地産地消をはじめとした新しい地域農産物の流通体系等
を構築する(平成18～19年度の2ヵ年事業)

4,000 3,000 1,000 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

○ アグリビジネススクール開催経費
経営感覚を持った農業者を育成するとともに、農業と加
工・流通・販売・観光・交流等を組み合わせた高付加価
値型ビジネスを実践・牽引する人材の育成を図る

800 800 0 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

○ 水田農業振興推進事業
水田農業の振興を図るため、集落ビジョンの作成、農地
保全、農地流動化、良質米生産奨励等の事業に対して補
助金を交付する

30,618 38,246 △ 7,628 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

○ 小規模基盤整備事業
小規模な土地改良施設等の改修・改良を計画的に行い、
施設等の維持・保全と農作業の省力化を図る

44,752 34,975 9,777 農林水産部 農村整備課 Ⅰ ②

● 小規模農林業用施設等整備事業補助金
地元施工の小規模土地改良事業に係る機械経費及び材料
経費を支援し、土地改良施設の持続的な保全と農業者の
生産意欲の向上を図る

9,000 0 9,000 農林水産部 農村整備課 Ⅰ ②



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

◎ 農地・水・環境保全対策支援事業負担金
農地・農業用施設等の資源や農村環境を守り、質を高め
る地域共同の取組みと、環境保全に向けた営農活動を支
援し、農村地域の活性化及び持続的な資源保全を図る

18,380 355 18,025 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

◎ 農村振興総合整備事業
大宮町河辺西部地区において農業生産基盤と生活環境基
盤を一体的に整備し、ゆとりと安らぎのある居住環境の
改善を図る

412,073 255,523 156,550 農林水産部 農村整備課 Ⅰ ②

● ため池等農地災害危機管理対策事業
危険ため池を改修し、災害発生を防止するとともに施設
の永続性及び維持管理費の軽減を図る(平成19～22年度
の4ヵ年事業)

20,215 0 20,215 農林水産部 農村整備課 Ⅰ ②

○ 獣害等防止特別対策実験実証事業委託経費
京都府のレンタカウ事業を活用して獣害予防効果を調査
する

1,164 1,200 △ 36 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

● 鳥獣害防止里山整備経費
鳥獣による被害防止を推進するため、里山の間伐・全
伐・雑草木除去等を行う

630 0 630 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

● 狩猟免許取得奨励補助金
被害が拡大傾向となっている有害鳥獣の駆除を促進させ
るため、狩猟免許取得経費の一部を補助し、免許取得者
の増加を図る

173 0 173 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

● 猪・鹿肉有効活用研究開発経費
捕獲された猪や鹿を有効活用し、地域活性化に結びつけ
るための調査・研究を実施する

1,500 0 1,500 農林水産部 農村調整課 Ⅰ ②

○ 里山環境整備事業補助金
里山・森林内に浸入した竹林の整理伐、刈払い、資材と
して活用する竹材搬出を促進させるため補助金を交付
し、里山環境の保全と有害鳥獣の温床化防止を図る

748 900 △ 152 農林水産部 農村振興課 Ⅰ ②

◎ 大型クラゲ対策事業補助金
大型クラゲ対策用改良漁具等を購入した漁業生産組合等
に対して経費の一部を助成する

2,131 846 1,285 農林水産部 海業水産課 Ⅰ ③

● 漁業体験事業実施経費
海業体験モデル事業として、定置網漁業体験事業、採貝
採藻体験事業を実施する

242 0 242 農林水産部 海業水産課 Ⅰ ③

○ 地域水産物供給基盤整備事業
浜詰漁港(夕日泊地)の西防波堤及び西護岸の改良等を実
施する

135,030 117,530 17,500 農林水産部 海業水産課 Ⅰ ③

○ 機械金属産業総合振興事業費補助金
機械金属業の新商品開発と他地域との交流促進による販
路開拓事業に対して補助金を交付し支援する

2,500 5,000 △ 2,500 商工観光部 商工振興課 Ⅰ ④



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

○
丹後ファッションウィーク実行委員会補助
金

丹後ちりめん生地の洋装化をはじめ多角的な展開を支援
するため、ちりめん生地の高付加価値化試作商品の開
発・展示会等により丹後から全国へ多彩に発信する

4,500 5,000 △ 500 商工観光部
丹後の魅力
総合振興課

Ⅰ ④

○ 地場産品見本市開催事業補助金
優良な地場産品を一堂に展示し広くＰＲするとともに、
商談の機会を提供することにより販路拡大と販売促進、
地産地消とブランド化に努め地場産業の活性化を図る

1,300 1,300 0 商工観光部
丹後の魅力
総合振興課

Ⅰ ④

● 産学連携推進コーディネート経費
京都工芸繊維大学と連携し、｢起業アイデアコンペティ
ション｣、｢産学官連携フォーラム｣等を開催し、また産
学連携のコーディネートを行い、市内産業の振興を図る

2,034 0 2,034 商工観光部 商工振興課 Ⅰ ④

● 商工業活性化交流事業
商店街の活性化と新たな町づくりに向けた取り組みを行
うとともに、大阪丹後人会との交流を通して企業誘致、
販路開拓を推進し、産業の振興を図る

1,109 0 1,109 商工観光部 商工振興課 Ⅰ ④

●
観光ネットワーク事業推進経費
（丹後観光協会連絡協議会補助金）

市民観光ガイド研修会の実施、施設の案内及び施設利用
促進のための地図や割引券の作成など市民ぐるみの観光
振興、もてなしの地域づくりの取り組みを支援する

700 0 700 商工観光部 観光振興課 Ⅰ ⑤

● 観光パンフレット作成経費
四季折々の豊かな自然ややすらぎが実感できる市域の魅
力をＰＲするため、市内の花の名所を紹介するパンフ
レットを作成し誘客推進を図る

1,000 0 1,000 商工観光部 観光振興課 Ⅰ ⑤

○ フォトコンテスト開催経費
京丹後市の魅力を再発見し、ＰＲ資料として活用するた
め昨年度に引き続きフォトコンテストを開催する

330 403 △ 73 商工観光部 観光振興課 Ⅰ ⑤

○ 温泉施設活性化検討経費
健康素材(温泉・食事・運動・自然環境)を組み合わせて
作成した健康づくりプログラムに基づき｢健康づくり大
学実践講座｣を実施し、温泉等の観光振興を図る

3,358 6,294 △ 2,936 商工観光部 観光振興課 Ⅰ ⑤

○ 丹後周遊ボンネットバス運行事業
市域の観光施設や美しい自然環境等を巡るバスを運行
し、京丹後市の素晴らしさに出会う機会を提供するとと
もに、観光施設等への集客及び観光振興を図る

1,389 1,340 49 商工観光部 観光振興課 Ⅰ ⑤

○ 観光の魅力づくり推進事業補助金
豊富な観光資源を活かした個性ある観光地づくりを推進
するため、観光の魅力づくりに寄与する事業について観
光インフラ整備等促進実行調整費基金を活用し支援する

10,000 29,422 △ 19,422 商工観光部 観光振興課 Ⅰ ⑤

○ 丹後ブランド発信事業経費
丹後ブランドパイロット事業の成果等に基づき、丹後地
域地場産業振興センターのネット通販事業と統合した地
場産品の販売、総合的情報発信等のＨＰを作成する

2,622 6,824 △ 4,202 商工観光部
丹後の魅力
総合振興課

Ⅰ ⑥

●
京丹後ブランドチャレンジショップ創設運
営事業補助金

京都市内に情報発信拠点施設を開設し、観光ＰＲと京丹
後ブランド産品の紹介、販路拡大と販売促進等を推進す
る取り組みを支援する

16,000 0 16,000 商工観光部
丹後の魅力
総合振興課

Ⅰ ⑥



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

● 京丹後ブランド品販売促進支援事業補助金
都市部における京丹後ブランド産品の紹介、販売促進等
を行うための移動販売車等の購入に対して支援する

2,976 0 2,976 商工観光部
丹後の魅力
総合振興課

Ⅰ ⑥

○ 丹後の旨いもん地産地消推進協議会負担金
地産地消推進協議会が主体となり、地域の農林水産資源
を活用した商品開発のグループ育成を支援する

100 150 △ 50 商工観光部
丹後の魅力
総合振興課

Ⅰ ⑥

● 統合道路台帳整備経費
京丹後市としての道路台帳を統合整備し、適正な道路管
理を実施する(平成20年度までの2ヵ年事業)

30,000 0 30,000 建設部 管理課 Ⅵ ①

● 緊急対応道路維持修繕経費
市道の緊急修繕に対応するため、各市民局長権限で執行
可能な修繕経費を拡充する

6,000 0 6,000 建設部 土木課 Ⅵ ②

● 踏切警告看板設置経費
通行者の安全を確保するため、警報機未設置の踏切に警
告看板を設置する(13ヵ所)

2,209 0 2,209 建設部 管理課 Ⅵ ②

○ 道路新設改良事業
交通の円滑化と災害・事故等を未然に防ぐため、計画的
に改良事業を実施する

179,259 201,119 △ 21,860 建設部 土木課 Ⅵ ②

●
鳥取豊岡宮津道路アクセス道路都市計画調
査経費

大宮峰山インターチェンジのアクセス道路の予備設計を
実施する

7,000 0 7,000 建設部 土木課 Ⅵ ②

○ 辺地対策道路整備事業
辺地地域の地域間格差是正を図るため、改良事業を実施
する(3線)

95,526 75,000 20,526 建設部 土木課 Ⅵ ②

○ 過疎対策道路整備事業
過疎地域の地域間格差是正を図るため、改良事業を実施
する(7線)

88,370 112,201 △ 23,831 建設部 土木課 Ⅵ ②

○ 地方道路整備臨時交付金事業
スムーズな道路交通を確保し、観光振興・産業を発展さ
せるため道路を整備する(6線)

337,000 276,593 60,407 建設部 土木課 Ⅵ ②

○ 除雪格納庫・除雪機械整備経費
除雪力向上のため除雪機械(3台)を購入するとともに、
除雪機械格納庫(1棟)を整備する

52,850 45,701 7,149 建設部 管理課 Ⅵ ⑤

○ 自治会貸与除雪機械整備経費
自治会に除雪機を貸与し、市域の除雪力向上と狭い道路
での除雪に対応する(8台導入予定)

15,200 22,500 △ 7,300 建設部 管理課 Ⅵ ⑤



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

◎ 河川改修事業
水害等から市民の生命及び財産を守るために河川施設等
を改修する(3線)

22,000 7,000 15,000 建設部 土木課 Ⅵ ③

○ 都市計画マスタープラン策定経費
京丹後市発展の基盤となる都市計画確立のため、そのマ
スタープランの策定を行う(平成１６～19年度の４ヵ年
事業)

7,517 11,584 △ 4,067 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ①

◎ 網野地域内水処理対策経費
網野地域の総合的な内水処理対策を実施するための認可
設計及び暫定対策工事を実施する

30,000 8,000 22,000 建設部 土木課 Ⅵ ⑥

●
網野都市下水路水位計・自動通報装置設置
経費

網野地域の都市下水路、浜河口に水位計を設置するとと
もに自動通報装置を設置する

3,000 0 3,000 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ⑥

○ 八丁浜シーサイドパーク整備事業
八丁浜シーサイドパークの植栽、園路、遊具施設などを
整備する(平成元～平成20年度の20ヵ年事業)

78,000 182,052 △ 104,052 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ①

○ 公共下水道事業特別会計繰出金 公共下水道事業を推進する会計への繰出金 601,660 921,340 △ 319,680 上下水道部 下水道課 Ⅵ ⑥

○ 街なみ環境整備事業
伝統的な街なみの保存と道路美装化などの整備を行い、
ゆとりと潤いのある住宅地の形成を図る(平成16～25年
度の10ヵ年事業)

75,312 40,258 35,054 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ④

○ 市営住宅への火災報知器設置経費
消防法の改正に伴い市営住宅へ火災報知機を設置する
(平成18～20年度の3ヵ年計画で実施）

3,478 3,542 △ 64 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ④

○ 市営住宅松岡団地建替整備事業
まちづくり交付金事業として市営住宅松岡団地内の道路
整備を図る(平成16～20年度の5ヵ年事業)

36,597 6,713 29,884 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ④

○ 木造住宅耐震診断経費
個人住宅の耐震改修について国の補助制度が創設された
ことに伴い個人住宅の耐震診断を行う

560 560 0 建設部
都市計画・
建築住宅課

Ⅵ ④

○ アメニティー久美浜整備事業 アメニティー久美浜の排水路整備を実施する 21,570 6,090 15,480 建設部 土木課 Ⅵ ③

○ 防火水槽設置事業
火災発生時に備え、消防水利の充足率の低い地域を優先
的に防火水槽(4基)を設置する

34,800 31,060 3,740 総務部 総務課 Ⅵ ⑧



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

○ 防災行政無線施設整備事業
防災行政無線の未整備地域にデジタルによる屋外拡声子
局を整備し、平成19年度中の運用開始を目指す。(平成
20年度は、戸別受信機の整備を予定)

341,658 115,011 226,647 総務部 総務課 Ⅵ ⑧

● 京都府防災訓練実施経費
平成19年度の京都府総合防災訓練が京丹後市を会場と
して実施されることとなったため、その実施に伴う訓練
経費

5,162 0 5,162 総務部 総務課 Ⅵ ⑧

◎ 自主防災組織等支援経費
災害に強いまちづくりを推進するため自主防災組織の防
災資機材整備等に対して補助金を交付するとともに、自
主防災・防災リーダー養成講座を開設する

1,139 1,000 139 総務部 総務課 Ⅵ ⑧

● アマチュア無線アンテナ設置経費
京丹後市アマチュア無線災害ボランティアとの災害時応
援協定締結に基づき、網野、弥栄、久美浜の3庁舎に無
線用アンテナを設置する

1,205 0 1,205 総務部 総務課 Ⅵ ⑧

● 学校情報化推進経費
小・中学校の情報化を推進するため、計画的に機器整備
等を実施するとともに、教員のＩＴ指導力の向上も図る

51,346 0 51,346
教育委員会
事務局

学校教育課 Ⅳ ②

○ 外国語指導助手招致事業
外国語指導助手を配置し、外国語教育の充実と国際交流
の進展を図る

30,437 26,821 3,616
教育委員会
事務局

教育総務課 Ⅳ ②

○ 義務教育施設ＡＥＤ設置経費
平成26年度までに全小中学校にＡＥＤを計画的に配置
する(Ｈ19　小4台、中1台)

457 31 426
教育委員会
事務局

学校教育課 Ⅳ ②

◎ 網野中学校管理棟改築事業
老朽化が著しい網野中学校管理棟を改築し、安心・安全
な学習環境を提供する(平成18～20年度の3ヵ年事業)

549,800 25,911 523,889
教育委員会
事務局

教育総務課 Ⅳ ②

● 地域子ども教室活動補助金
子どもたちの居場所づくりや子どもの成長を支援する活
動を地域で実施する団体等に対して補助金を交付する

2,000 0 2,000
教育委員会
事務局

社会教育課 Ⅳ ④

● 高齢者人材活用講座開設経費
高齢者の優れた知識と技能を活かした地域活動を推進す
るとともに、高齢者の生きがいを高めるため、人材活用
講座を開設する

302 0 302
教育委員会
事務局

社会教育課 Ⅳ ④

● 図書館システム統合経費
図書館システムを統合し、蔵書管理及び図書館サービス
の向上を図る(平成19～20年度の2ヵ年事業)

26,992 0 26,992
教育委員会
事務局

社会教育課 Ⅳ ④

◎ 郷土資料館日曜日開館経費
利用者の利便向上と資料館の有効活用を目指し、平成
19年度から日曜日も開館する(週2日→週3日へ)

1,651 1,111 540
教育委員会
事務局

文化財保護
課

Ⅳ ⑤



■平成１９年度一般会計の主要事業等
●印＝新規　◎印＝拡大等　○印＝継続 （単位：千円）

平成１９年度 平成１８年度 前 年 比 較

当 初 予 算 額 現 計 予 算 額
（３月補正後）

総合計画事 業 名 称 主 な 内 容 所　管

➊ ➋ ➊ - ➋

● 琴引浜鳴き砂国指定記念講演会開催経費 琴引浜鳴き砂国指定記念講演会を開催する 484 0 484
教育委員会
事務局

文化財保護
課

Ⅳ ④

○ 「京丹後史博士」育成講座経費
「京丹後史文化財博士」の育成講座を開設するとともに
特別講座として講演会も開催し、文化財を活かしたまち
づくりの推進を図る

97 25 72
教育委員会
事務局

文化財保護
課

Ⅳ ⑤

○ 市史編さん経費
京丹後市史編さんに向け各専門部会で調査及び検討を行
う(平成20年度より順次刊行し、平成26年度の完成を予
定)

12,657 6,389 6,268
教育委員会
事務局

文化財保護
課

Ⅳ ⑤

● 銚子山遺跡発掘調査経費
網野銚子山古墳の墳丘裾に存在する周壕の範囲確認調査
を実施する(3ヵ年の継続事業として実施予定)

1,564 0 1,564
教育委員会
事務局

文化財保護
課

Ⅳ ⑤

○ ウエスタンリーグ開催実行委員会補助金
峰山球場でプロ野球ウエスタンリーグ公式戦を開催する
実行委員会へ補助金を交付する

3,600 3,550 50
教育委員会
事務局

社会教育課 Ⅳ ④

○ 地元農産物給食利用促進支援事業補助金
学校給食において地元産米(丹後産コシヒカリ)を使用
し、地元農産物や農業・農村への関心を高める

2,478 2,753 △ 275
教育委員会
事務局

学校教育課 Ⅳ ②

● 住民参加型市場公募債発行経費
市民協働のまちづくりを推進する手段の一つとして、住
民参加型市場公募債を発行するための事務経費(発行予
定額3億円)

2,091 0 2,091 総務部 財政課 Ⅶ ①

※総合計画の区分については、『平成１９年度　京丹後市総合計画体系での予算額』を参照


